
⽔による潤滑技術の開発

想定される適⽤分野・⽤途・業界 産業界へのアピールポイント

(社会背景・⽬的）
化⽯燃料の使⽤が抑制されつつある中、鉱油を主原料と
する潤滑油も、廃油時の環境負荷等を考えれば同様に使
⽤が抑制されてゆくと考えられます。⽔を潤滑油代わり
に使えれば、環境・資源の観点から有益です。さびや蒸
発等の問題がありますが、⽤途によっては有効な潤滑法
となりえます。
(概 要）
⽔は粘度が⼩さいため、潤滑膜を作りにくく、潤滑剤と
して⽤いられる場⾯は多くありません。しかし⽔は分⼦
の組合せがある形をつくって構造化しようとする傾向が
あるため、これを利⽤すると安定した⾮常に薄い⽔膜を
作ることができる可能性があります。当研究室では⽔膜
を挟んで摩擦する材料を選ぶことで、この「形」を作ら
れやすくし、安定した⽔薄膜による潤滑を実現する研究
を⾏っています。
(期待される効果）
廉価で環境負荷が⼩さい潤滑法が提供できるようになり
ます。
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研究内容（社会背景・⽬的、概要、期待される効果）

●⾷品⽤機器等、汚染を嫌う機器の潤滑
●⽔ポンプ等、⽔を取り扱う機器の潤滑

●後処理や汚染の⼼配の少ない潤滑が⾏え
ます。

●潤滑油より⼩さい摩擦も期待できます。

⽔潤滑実験
⾵景

摩擦係数測定値の例
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